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す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ

イ
ン
）
」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提

供
を
行
な
っ
て
い
き
ま

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労
ＱＲコード

　

防
衛
省
は
24
年

度
予
算
案
（
軍
事

費
）
の
概
算
要
求

で
、
過
去
最
大
の

７
兆
７
３
８
５
億

円
を
計
上
し
た
。
23
年
度
予
算

か
ら
９
１
６
６
億
円
増
、
12
年

連
続
前
年
比
を
上
回
り
、
10
年

連
続
で
過
去
最
大
と
な
る
。
物

価
高
騰
に
苦
し
む
国
民
の
暮
ら

し
よ
り
対
米
公
約
優
先
の
大
軍

拡
は
あ
り
え
な
い
▼
政
府
は
、

安
保
３
文
書
に
基
づ
き
23
～
27

年
度
に
軍
事
費
43
兆
円
を
確
保

す
る
方
針
。
今
回
の
概
算
要
求

は
、
大
軍
拡
や
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
な
ど
安
保
３
文
書
の

具
体
化
に
つ
な
が
る
も
の
▼
概

算
要
求
の
重
点
と
な
る
敵
基
地

攻
撃
が
可
能
な
「
ス
タ
ン
ド
・

オ
フ
防
衛
能
力
」
と
し
て
、
音

速
の
５
倍
以
上
で
低
空
飛
行
す

る
「
極
超
音
速
誘
導
弾
」
の
開

発
費
に
７
１
８
億
円
、
量
産
費

に
85
億
円
を
盛
り
込
ん
だ
。
さ

ら
に
射
程
を
１
千
キ
ロ
程
度
に

延
ば
す
「
12
式
地
対
艦
誘
導
弾

能
力
向
上
型
」
（
地
上
発
射

型
）
の
取
得
に
９
５
１
億
円
を

要
求
。
艦
艇
や
地
上
目
標
を
攻

撃
す
る
新
型
の
「
精
密
誘
導

弾
」
の
開
発
に
３
２
０
億
円
▼

米
国
は
同
盟
国
を
動
員
し
て
地

球
規
模
で
推
進
し
て
い
る
統
合

防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｉ
Ａ
Ｍ

Ｄ
）
構
想
に
日
本
も
組
み
込
む

計
画
。
同
構
想
で
は
、
敵
の
ミ

サ
イ
ル
を
「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」

で
迎
撃
す
る
だ
け
で
な
く
、
相

手
国
領
域
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
拠

点
や
航
空
基
地
を
先
制
攻
撃
す

る
作
戦
が
含
ま
れ
る
▼
大
軍
拡

予
算
は
、
地
域
の
緊
張
を
高
め
、

国
民
の
暮
ら
し
関
連
予
算
を
圧

迫
す
る
。
医
療
や
介
護
の
自
己

負
担
増
、
年
金
、
生
活
保
護
の

給
付
減
な
ど
、
社
会
保
障
費
は

年
々
抑
制
さ
れ
、
国
民
生
活
は

も
う
限
界
に
来
て
い
る
。

　

税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

春
の
拡
大
月
間（
仲
間
を
増
や
す
）に
引
き
続
き
、９
月
１

日
か
ら
は
秋
の
拡
大
月
間
が
ス
タ
ー
ト
。身
近
な
新
入
職
者

や
税
金
申
告
・
労
災
保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
組
合
未

加
入
者
の
方
を
、ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

九
月
一
日
か
ら「
仲
間
を

増
や
す
」拡
大
月
間
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。組
合

員
宅
訪
問
・
宣
伝
カ
ー
で
の

Ｐ
Ｒ
活
動
、コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ

　

九
月
一
日
か
ら
十
一
月

五
日
ま
で
仲
間
を
増
や
す

組
織
拡
大
月
間
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
身
近
な
組

合
未
加
入
者
に
ぜ
ひ
大
建

労
の
存
在
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

組
合
員
増
や
す

秋
の
拡
大
月
間  

大
建
労
の
こ
と
広
め
て
ネ

　

第
五
十
四
回
体
育
祭
を

十
一
月
五
日
（
日
）
十
時
か

ら
、
万
博
記
念
公
園
・
小
運

動
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

手
に
汗
握
る
支
部
対
抗
リ

レ
ー
や
綱
引
き
、
青
年
部
企

画
の
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
な

ど
、
楽
し
め
る
盛
り
だ
く
さ

ん
の
種
目
を
予
定
。
た
く
さ

ん
の
賞
品
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
競
技
終
了
後
は
豪
華
賞

品
の
当
た
る
抽
選
会
も
。

　

仲
間
や
ご
家
族
も
誘
い
合

い
ご
参
加
を
。

　

雨
天
中
止
。
迷
う
場
合
は

当
日
午
前
七
時
～
八
時
に
本

部
ま
で
お
電
話
を
。
中
止
の

場
合
は
大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
・
大
建
労
Ｈ
Ｐ
の
新
着
情

報
欄
に
も
掲
載
す
る
予
定
で

す
。

太陽の塔

日本庭園

大阪モノレール

万博記念
公園駅

EXPO CITYEXPO CITY

サッカー
スタジアム
サッカー
スタジアム

公
園
東
口

東
駐
車
場

会　場
小運動場

南駐車場

Ｏ
で
ビ
ラ
・
チ
ラ
シ
配
布
な

ど
、各
支
部
で
行
動
が
行
わ

れ
て
ま
す
。

　

月
間
中
に
支
部
役
員
が
ご

自
宅
に
訪
問
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、身
の
周
り
に
お

ら
れ
る
組
合
未
加
入
者
の
紹

介
な
ど
少
し
で
も
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。組
合
活
動
を
よ
り
活
性

化
さ
せ
る
た
め
に
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

竹谷組織部長

　
「
組
合
員
さ
ん
に『
大
建
労

で
す
！
』と
名
乗
る
と
み
ん

な
笑
顔
に
な
る
」と
取
材
し

た
竹
谷
組
織
部
長
が
つ
ぶ
や

き
ま
し
た
。

　

組
合
員
さ
ん
の
自
宅
を
訪

問
し
た
際
に
は
、支
部
で
の

イ
ベ
ン
ト
や
十
月
か
ら
始
ま

る
イ
ン
ボ
イ
ス
、現
在
の
仕

事
の
状
況
な
ど
楽
し
く
会
話

を
広
げ
て
い
ま
し
た
。そ
し

て
、別
れ
際
に
寝
屋
川
支
部

で
準
備
し
て
い
た
拡
大
グ
ッ

ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

当
日
、午
後
か
ら
悪
天

候
が
予
報
さ
れ
て
い
た
為
、

十
五
時
ま
で
の
拡
大
行
動
に

な
り
ま
し
た
が
十
五
件
訪
問

す
る
こ
と
が
で
き
、と
て
も

嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

天
候
が
悪
く
時
折
雨
が
降

り
ま
し
た
が
屋
根
の
あ
る
外

売
り
場
で
の
チ
ラ
シ
配
布
と

声
掛
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
日
の
日
中
で
し
た
の
で

お
客
さ
ん
は
少
な
め
で
す
が

　
【
大
東
・
吉
川
哲
彰
】

　

九
月
十
一
日（
月
）コ
ー
ナ

ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
外
環
八
尾
山
本
店

に
て
チ
ラ
シ
配
布
し
ま
し

た
。当
日
の
ご
挨
拶
も
店
長

さ
ん
と
直
接
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
作
業
員
さ
ん
も
と
て

も
協
力
的
で
し
た
。

大東・吉川書記長

【
提
携
対
象
店
舗
】

　

関
西
２
府
４
県
内
の
コ
ー

ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
・
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
＆

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
全
店

※
関
西
２
府
４
県
：
大
阪
府

京
都
府
・
兵
庫
県
・
和
歌
山

県
・
奈
良
県
・
滋
賀
県

（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ

ン
及
び
コ
ー
ナ
ン
ド
イ
ト
各

店
は
提
携
の
対
象
外
で
す
。

そ
れ
ほ
ど
途
切
れ
る
こ
と
な

く
出
入
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

職
人
さ
ん
で
は
な
い
一
般

の
方
や
お
忙
し
い
方
も
い
ま

し
た
の
で
チ
ラ
シ
を
受
け

と
っ
て
も
ら
え
る
の
は
三
人

に
一
人
く
ら
い
の
状
況
で
し

た
。

　

中
に
は
興
味
の
あ
る
方
も

い
ま
し
た
が
立
ち
話
の
み
で

し
た
の
で
簡
単
な
説
明
だ
け

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
チ
ラ
シ
配
布
で

は
、一
度
で
は
結
果
が
出
に

く
い
で
す
が
何
度
か
行
動
す

る
こ
と
で
大
建
労
の
知
名
度

が
上
が
り
ま
す
。ま
た
、タ
イ

ミ
ン
グ
が
合
え
ば
お
話
を
聞

い
て
下
さ
る
方
も
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

ご
不
明
な
点
は
店
舗
作
業

員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

コ
ー
ナ
ン
プ
ロ
で
の
宣
伝
行
動

大
建
労
を
知
っ
て
も
ら
お
う

　
【
教
宣
部
発
】

　

九
月
十
日（
日
）寝
屋
川
支

部
、全
建
総
連
・
竹
谷
組
織
部

長
が
拡
大
行
動
の
応
援
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。コ
ー
ナ
ン

Ｐ
Ｒ
Ｏ
寝
屋
川
南
イ
ン
タ
ー

店
で
チ
ラ
シ
の
配
布
、二
班

に
分
か
れ
自
宅
訪
問
を
行
い
、

コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
で
は
、栃

山
組
織
部
長
が
チ
ラ
シ
の
配

布
と
声
掛
け
を
行
い
、自
宅

訪
問
は
竹
谷
組
織
部
長
が
行

い
ま
し
た
。

悪
天
で
中
止
⁉

八
尾
で
拡
大
行
動

万
博
公
園
で
第
54
回
体
育
祭

      

11
月
５
日
（
日
）
10
時
～

コーナンプロでチラシ配布の
様子
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２
０
２
３
・
10
・
１

【
青
年
部
発
】

　

毎
年
お
子
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
い
て
い
る「
ち
び
っ
こ

お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト
」。今

年
の
テ
ー
マ
は「
働
く
お
父

さ
ん
・
お
母
さ
ん
・
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」と

決
め
ま
し
た
。

 

お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト
に

 

作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

青
年
部

ふ
る
っ
て
ご
応
募
を

　

私
た
ち
青
年
部
役
員
が
選

考
し
、各
賞
ご
と
に
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
の
で
、お
子
さ

ん
、お
孫
さ
ん
の
お
ら
れ
る

組
合
員
さ
ん
の
方
は
ぜ
ひ
と

も
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
募
集
要
項
】

テ
ー
マ　

働
く
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

参
加
対
象　

組
合
員
の
お
子

さ
ん
、お
孫
さ
ん（
小
学
生
以

下
）

用
紙　

ハ
ガ
キ
～
Ａ
４
ま
で

表
彰　

最
優
秀
賞
一
点
、優

秀
賞
五
点
、青
年
部
長
賞
一

点賞
品　

最
優
秀
賞（
五
千
円

分
の
ク
オ
カ
ー
ド
）、優
秀
賞

（
同
三
千
円
）、青
年
部
長
賞

（
同
四
千
円
）、参
加
賞（
同
五

百
円
）を
進
呈

応
募
締
め
切
り　

十
月
二
十

日（
金
）本
部
必
着

※
作
品
の
裏
側
に「
学
年
」

「
年
齢
」「
支
部
」「
組
合
員

と
お
子
さ
ん
、お
孫
さ
ん
の

氏
名
」を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

あ
て
先　

〒
五
五
六

｜

〇

〇
一
五　

大
阪
市
浪
速
区
敷

津
西
二

｜

七

｜

一
七

大
阪
建
設
労
働
組
合
　
青
年

部

日
時　
　

十
月
二
十
九
日

　

（
日
）
九
時
半
～

場
所　
　

大
建
労
会
館

受
講
料　

組
合
員　

六
千
円

　
　
　
　

組
合
員
外
八
千
円

定
員　

   

二
十
名

　
　
　

 

（
先
着
順
）

締
切　

十
月
二
十
日
（
金
）

※　

十
月
二
十
日
（
金
）
時

点
で
四
名
以
下
の
場
合
は
中

止
　

丸
の
こ
は
、
木
材
等
を
切

断
す
る
た
め
に
建
設
業
等
で

広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
工
具

で
す
。
非
常
に
災
害
が
多
い

た
め
、
厚
生
労
働
省
か
ら
建

設
業
等
に
お
け
る
携
帯
用
丸

の
こ
盤
の
安
全
教
育
の
徹
底

に
関
す
る
通
達
が
あ
り
ま
し

た
。
（
平
成
二
十
二
年
七
月

十
四
日
） 

ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
に
お
い
て
も
レ
ベ
ル
２
に

な
る
た
め
に
必
要
な
資
格
と

な
っ
て
い
ま
す
。
（
大
工

等
）

　

大
建
労
に
て
実
施
し
ま
す

の
で
、
講
習
会
参
加
希
望
者

は
本
部
匹
田
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

携
帯
用
丸
の
こ
盤
作
業
従
事
者

 

安
全
教
育
の
お
知
ら
せ

る
意
識
が
薄
れ
て
い
る
と
話

し
ま
し
た
。

　

知
っ
て
て
当
然
だ
！
と
い

う
気
持
ち
で
は
な
く
、
彼
ら

と
同
じ
目
線
で
伝
え
る
事
が

重
要
で
あ
り
、
今
も
続
い
て

い
る
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
状
況
を
見
て
日
本
の
国

民
の
中
で
も
「
核
兵
器
を

持
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
な

い
か
？
」
「
憲
法
九
条
を
変

え
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い

か
？
」
と
言
う
意
見
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

大
切
な
事
は
、
攻
め
ら
れ

な
い
為
の
行
動
を
取
る
こ
と

で
あ
り
、
国
を
守
る
考
え
で

は
国
民
を
守
れ
ま
せ
ん
。

　

憲
法
９
条
を
守
る
こ
と
が

必
要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

た
。

　

愛
知
県
の
と
あ
る
大
学
で

若
者
を
中
心
に
戦
争
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
結
果
「
最
近
の
話
だ
が
、

自
分
の
感
覚
で
は
戦
国
時

代
と
大
し
て
変
わ
ら
な
い
・

Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
最
高
司
令

　

八
月
三
十
一
日
（
木
）
大

建
労
本
部
で
平
和
学
習
会
を

開
催
。
十
四
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

関
西
勤
労
者
教
育
協
会
の

箕
作
勝
則
氏
か
ら
「
日
米
安

全
保
障
条
約
と
労
働
組
合
」

に
つ
い
て
講
演
頂
き
ま
し

官
総
司
令
部
）
っ

て
何
？
・
ア
メ
リ

カ
と
戦
争
を
し
て

い
た
こ
と
も
知
ら

か
っ
た
・
広
島
と

長
崎
の
原
爆
投
下

さ
れ
た
年
月
日
が

わ
か
ら
な
い
」
若

者
が
戦
争
に
対
す

Ｇ
Ｈ
Ｑ
っ
て
な
に
？

　

大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

普
及
を
目
的
に
「
大
建
労　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
第

十
九
回
『
ま
つ
り
』
の
入
賞

は
掲
載
し
た
四
作
品
で
す
。

最
優
秀
賞
は
一
名
、
優
秀
賞

は
三
名
に
な
り
ま
す
。
最
優

秀
賞
に
は
、
五
千
円
分
・
優

秀
賞
に
は
三
千
円
分
の
ク
オ

カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

次
回
第
二
〇
回
の
テ
ー
マ

は
『
現
場
で
の
一
コ
マ
（
作

業
風
景
）
』
。
募
集
開
始
日

は
二
〇
二
三
年
十
月
三
日

（
火
）
～
二
〇
日
（
金
）
に

な
り
ま
す
。
是
非
大
建
労
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
お
送
り
下
さ

い
。
応
募
方
法
は
簡
単
。

①�

大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

お
友
だ
ち
登
録
。

②�

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
写
真
作

品
と
コ
メ
ン
ト
を
添
え

て
送
る
だ
け
で
参
加
で

き
ま
す
。

　

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

告
知
は
「
建
設
労
働
」
・

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
応
募
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

Ｑ
先
日
父
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
母
は
既
に
亡
く
な
り
、

私
と
弟
が
相
続
人
で
す
が
、

弟
は
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
音

信
不
通
で
、
今
は
ど
こ
に
住

ん
で
い
る
か
、
生
き
て
い
る

か
ど
う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

遺
産
分
割
を
す
る
に
は
、
ど

う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

弁
護
士
に
依
頼
さ
れ
た

場
合
、
戸
籍
調
査
を
し
て
、

場
合
、
家
庭
裁
判
所
に
失
踪

宣
告
を
申
し
立
て
、
確
定
す

れ
ば
、
法
的
に
は
弟
は
死
亡

現
住
所
（
住
民
票
の
あ
る
住

所
）
を
調
べ
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
、

下
記
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

①
失
踪
宣
告

　

七
年
以
上

生
死
不
明
の

調
査
を
し
ま
す
。

②
不
在
者
財
産
管
理
人
の
選

任　

行
方
不
明
を
理
由
に
、

し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
ま
す

が
、
強
力
な
効
果
を
持
つ
た

め
、
家
庭
裁
判
所
は
厳
密
な

を
成
立
さ
せ
、
取
得
し
た
財

産
を
弟
の
た
め
に
管
理
し
ま

す
。

家
庭
裁
判
所
に
「
不
在
者
の

財
産
管
理
人
」
を
選
任
し
て

も
ら
い
、
財
産
管
理
人
が
弟

の
代
わ
り
に
遺

産
分
割
協
議
に

参
加
し
、
家
庭

裁
判
所
の
許
可

を
得
て
、
協
議

　

不
動
産
に
つ
い
て
は
、

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
四

月
一
日
施
行
の
法
改
正
に
よ

り
、
相
続
開
始
か
ら
十
年
経

過
し
た
場
合
に
は
、
所
在
不

明
の
人
の
持
分
を
裁
判
所
の

許
可
を
得
て
買
い
取
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お

気
軽
に
ご
相
談
を
。
（
き
づ

が
わ
共
同
法
律
事
務
所
）

講演の様子

最優秀賞
岸和田支部・鈴木　翔さん
「祭りやりきった仲間達」

優秀賞
岸和田支部・鈴木敏文さん

「お祭り達」

優秀賞
福島支部・篠原　誠さん

「獅子舞」

優
秀
賞

泉
佐
野
支
部
・
都
宮
一
平
さ
ん

「
お
稚
児
さ
ん
山
車
」

　

相
続
人
の
弟
行
方
不
明

　

 

遺
産
分
割
ど
う
す
れ
ば
い
い


